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11月27日市長に提出
現在、28年度の沼津市予算策
定の時期です。

市民クラブは、より良き沼津
を目指すための新年度予算へ
の要望を作成しました。

本年度の予算執行状況も検討
したうえでの、新たな要望に
なりました。

平成28年度予算編成への市民クラブ要望
重点要望

1 地方中枢拠点都市を見据えた中核市移行の取り組みに着手する。
2 沼津駅周辺総合整備事業を着実に推進する。
3 地震・津波対策は計画どおり遅滞なく推進する。
4 新たなゴミ焼却場など処理施設の建設を推進するとともに、最終処分場の今後の

方針を決定する。
一般要望

1 暮らしを守る施策の推進
①新婚家庭が沼津市に住みやすくなるための効果的住宅施策を実施する。
②自転車および歩行者の安全対策を拡充する。

２ 福祉を充実させる施策の推進
①高齢者世帯・高齢者の一人住まい世帯への日常生活支援を充実させる。
②認知症予防・早期発見の対策を充実させる。
③放課後児童クラブへの希望者全員が入所できる体制をつくる。
④子供のすこやかな成長のため、学校支援員・相談員・司書等の増員を図るとと

もに、勤務時間を拡大する。
３ 暮らしを充実させる施策の推進

①文化・学習関連施設の拡充を図る。
②スポーツを主管する部署の在り方を検討していく。
③中小企業振興条例の制定を検討する。

４ 街づくりの施策の推進
①スマートインターチェンジの取り付け道路の安全性を確保する。
②各種方策（沼津ブランド、ゆるキャラ、Ｂ級ご当地グルメ等）を展開及び海の

有効利用による観光振興を積極推進する。
③再生可能エネルギーの利用促進を図る。
④地域ごとの新たな土地活用・利用については、様々な角度で検討していく。
⑤2020年東京オリンピック・パラリンピックを活かして本市交流人口を増やす。
⑥高尾山古墳活用と道路建設について早期決断をする。
⑦国土強靱化地域計画の早期作成をする。

５ 行政の効率化の推進
①各部各課の連携を深め、各課題にスムーズな対応がとれるようにする。
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が暮しやすい環境に

妊婦のみなさんが
暮らしやすい環境を

道路と古墳の
両立へ

し

ホームページを覗いてみてください。

沼津市民クラブ

１２月議会では市民クラブから３人が

一般質問に立ちました。

市議会鉄道高架推進
「ＰＲ隊」発足
市議会議員２８名中、市民クラ
ブを含む２２名の議員で鉄道高
架推進の宣伝活動をしていくこと
が決まりました。推進パンフレッ
トの配布やネット配信、意見交換
会など行っていきます。

１２月７日、記者会見が行われ、
市民クラブ鈴木秀郷代表(写真

上）が説明を行いました。若手市
議が中心の実行委員には、深田
昇議員（写真下）が参加し、さっ
そくパンフレットを作成しました。

１２月議会は１２月１８日閉会、
報告３件を了承、承認１件を承
認、議案８件が成立。また「地
方創生の財源確保」の意見書が
全会一致で採択されました。

「妊婦が安心してお産
に臨む環境整備の一つ
として、タクシー会社、運
転手、産院、救急隊と連
携し『お産応援タクシー』
制度の促進、PRをしてい
くべきである。」

一番最初に質問に
立った霞惠介議員

新設の質問者席から
発言の梶泰久議員
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「認知症は予防及び早
期発見が大切である。医
療と福祉の専門職で『認
知症初期集中支援チー
ム』を設置し、包括支援
センターやかかりつけ医
との連携を。」

「エレベーターには点
字表示があるがトイレに
はないという施設が多く
みられる。公の施設は率
先して点字表示、点字ブ
ロックを設置し、優しい街
の実現を。」

右から二番目が深田議員

住民にとって必要
な道路の早期完成
と高尾山古墳の保
存という問題解決
のため、市民クラ
ブは全国各地の古
墳を研究していま
す。

その成果として、
原信也議員は、新
たな独自案を何点
か当局に提案して
います。


